
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

タイムズ 

【小学校版】 

福
ふ

生
っさ

市
し

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

センター 

令
れい

和
わ

４年度
ね ん ど

(令和
れ い わ

5年
ねん

) 1月号
がつごう

 

 ～西多摩
に し た ま

保健所
ほけんじょ

からのお知
し

らせ～ 

冬季
と う き

のノロウイルス食 中 毒
しょくちゅうどく

に気
き

をつけましょう！ 

ノロウイルスは、少 量
しょうりょう

でも手指
し ゅ し

や食品
しょくひん

などを介
かい

して口
くち

から感染
かんせん

（経口
けいこう

感染
かんせん

）し、下痢
げ り

、おう吐
と

、吐
は

き気
け

、腹
ふく

痛
つう

などを起
お

こします。特
とく

に子供
こ ど も

や高齢者
こうれいしゃ

、免疫
めんえき

が低
てい

下
か

した方
かた

などは、ノロウイルスに感染
かんせん

した場合
ば あ い

に症 状
しょうじょう

が重
おも

くなることがあるので、ご家庭
か て い

でも注意
ちゅうい

して対策
たいさく

を行
おこな

いましょう。 

対策
たいさく

２ 手洗
て あ ら

い！ 

石
せっ

けんでしっかり手
て

洗
あら

いを行
おこな

いましょう。 

 

 
 

二度
に ど

洗
あら

い（30 秒
びょう

×２回
かい

）が効果的
こうかてき

です！ 

アルコールは効
き

きません。流 水
りゅうすい

と石
せっ

けんで洗
あら

い流
なが

しましょう。 

２Ｌ
リットル

ペットボトルを使
つ か

った次
じ

亜塩素
あ え ん そ

酸
さ ん

ナトリウム溶液
よ う え き

（0.02 %
パーセント

）の作
つ く

り方
か た

 

対策
たいさく

３ 加熱
か ね つ

！ 

二枚貝
にまいがい

などのノロウイルスに汚染
お せ ん

されている

可能性
かのうせい

のある食品
しょくひん

は中心
ちゅうしん

温度
お ん ど

85 ℃
ど

～90℃
ど

で

十分
じゅうぶん

（90秒
びょう

以上
いじょう

）火
ひ

を通
とお

しましょう。 

対策
たいさく

４ 消毒
しょうどく

！ 

まな板
いた

、包丁
ほうちょう

、食器
しょっき

、ふきんなどは使用後
し よ う ご

、よく洗
あら

い、煮沸
しゃふつ

消毒
しょうどく

か次
じ

亜塩素
あ え ん そ

酸
さん

ナトリウム溶液
ようえき

（0.02 %
パーセント

）に浸
ひた

して消毒
しょうどく

を行
おこな

い

ましょう。アルコールは効
き

きません。 

汚
よご

れが残
のこ

っていると消毒
しょうどく

効果
こ う か

が弱
よわ

まるので、 

汚
よご

れを取
と

り除
のぞ

いてから消毒
しょうどく

しましょう。 

漂白剤
ひょうはくざい

原液
げんえき

10m
ミリ

l
リットル

 

（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙのｷｬｯﾌﾟ２杯分
はいぶん

） 

 

 
誤飲
ご い ん

、誤
ご

使用
し よ う

を防
ふせ

ぐため、希釈後
きしゃくご

の容器
よ う き

には「消毒
しょうどく

薬
やく

」などと記載
き さ い

しましょう。 

消毒
しょうどく

効果
こ う か

が弱
よわ

まるため、

作
つく

り置
お

きはせず、使用
し よ う

の

都度
つ ど

、調製
ちょうせい

しましょう。 

対策
たいさく

１ 体調
たいちょう

管理
か ん り

！ 

下痢
げ り

やおう吐
と

などの 症 状
しょうじょう

がある時
とき

は

調理
ちょうり

を控
ひか

えるようにしましょう。 

日
ひ

ごろから食品
しょくひん

の取扱
とりあつか

いや家族
か ぞ く

の体調
たいちょう

 

管理
か ん り

に注意
ちゅうい

して感染
かんせん

を防
ふせ

ぎましょう。ノロ 

ウイルスは人
ひと

から人
ひと

へも感染
かんせん

が拡
ひろ

がります。 

 食事
しょくじ

の前
まえ

 

 トイレの後
あと

 

 

 

 帰宅
き た く

した時
とき

 

 調理
ちょうり

する前
まえ

 

よく洗
あら

った 2 L
リットル

ペットボト

ルに水
みず

を半分
はんぶん

ほど注
そそ

ぎ、そこ

へ用意
よ う い

した漂白剤
ひょうはくざい

原液
げんえき

を注
そそ

ぐ 

漂白剤
ひょうはくざい

原液
げんえき

（塩素
え ん そ

系
けい

漂白剤
ひょうはくざい

濃度
の う ど

5～6 %
パーセント

）をペットボト

ルのキャップ２杯分
はいぶん

用意
よ う い

する 

2L
ﾘｯﾄﾙ

 

消毒
しょうどく

薬
やく

 

0.02%
ﾊﾟｰｾﾝﾄ

 

最後
さ い ご

に水
みず

を加
くわ

えて全体
ぜんたい

を 2 L
リットル

とし、ふたを

してよく振
ふ

って完成
かんせい

！ 

➊ ❷ ❸ 

2L
ﾘｯﾄﾙ

 

新
し ん

年
ねん

を迎
むか

え、気
き

持
も

ちも新
あらた

たに３学
が っ

期
き

が始
は じ

まりました。冬
ふゆ

休
やす

み中
ちゅう

に生
せい

活
かつ

リズムが乱
みだ

れてしまった

人
ひ と

はいませんか？ 寒
さむ

くて起
お

きるのがつらい時
じ

期
き

ですが、早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

きをし、朝
あさ

ごはんを食
た

べて元
げん

気
き

に登
と う

校
こ う

しましょう。 

 

日
に

本
ほん

の学
がっ

校
こ う

給
きゅう

食
しょく

は、1889（明
めい

治
じ

22） 

年
ねん

、山
やま

形
がた

県
けん

鶴
つる

岡
おか

町
まち

（現
げん

・鶴
つる

岡
おか

市
し

）にある大
だい

 

督
と く

寺
じ

というお寺
てら

の中
なか

に建
た

てられた私
し

立
りつ

忠
ちゅう

愛
あい

小
しょう

学
がっ

校
こ う

で始
はじ

まったとされています。大
だい

督
と く

寺
じ

のお

坊
ぼう

さんが家
いえ

々
いえ

を回
まわ

ってお経
きょう

を唱
とな

え、いただいた米
こめ

や野
や

菜
さい

、お金
かね

を使
つか

って、貧
まず

しい家
か

庭
てい

の子
こ

どもたちに

食
しょく

事
じ

を用
よ う

意
い

しました。その後
ご

、学
がっ

校
こ う

給
きゅう

食
しょく

は、子
こ

ども

たちの栄
えい

養
よ う

を改
かい

善
ぜん

するための方
ほう

法
ほう

として国
く に

から奨
しょう

励
れい

され、各
かく

地
ち

へ広
ひろ

まっていきましたが、戦
せん

争
そ う

による

食
しょく

料
りょう

不
ぶ

足
そ く

の影
えい

響
きょう

で実
じ っ

施
し

できなくなってしまいまし

た。 

戦
せん

争
そ う

が終
お

わり、子
こ

どもたちの栄
えい

養
よ う

状
じょう

態
たい

の悪
あっ

化
か

が心
しん

配
ぱい

されたことから、 

1946（昭和
し ょ うわ

21）年
ねん

に、アメリカのLARA
ラ ラ

（アジア救
きゅう

援
えん

公
こ う

認
にん

団
だん

体
たい

）から 

給
きゅう

食
しょく

用
よ う

物
ぶっ

資
し

の寄
き

贈
ぞう

を受
う

け、翌
よ く

年
ねん

１月
がつ

から学
がっ

校
こ う

給
きゅう

食
しょく

が再
さい

開
かい

されました。 

当
と う

初
し ょ

は給
きゅう

食
しょく

用
よ う

物
ぶっ

資
し

の贈
ぞう

呈
てい

式
し き

が行
おこな

われた 12月
がつ

24日
か

を「学
がっ

校
こ う

給
きゅう

食
しょく

感
かん

謝
し ゃ

の日
ひ

」と

しましたが、1950（昭
しょう

和
わ

25）年
ねん

度
ど

からは冬
と う

季
き

休
きゅう

業
ぎょう

と重
かさ

ならない１月
がつ

24日
か

～30

日
にち

を「全
ぜん

国
こ く

学
がっ

校
こ う

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

」とすることが定
さだ

められました。 

 汚
きたな

いものに触
ふ

れた時
とき

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

タイムズ 
【中学校版】 

福生市学校給食センター 

令和４年度(令和 5 年) 1 月号 

 ～西多摩保健所からのお知らせ～ 
冬季のノロウイルス食中毒に気をつけましょう！ 

ノロウイルスは、少量でも手指や食品などを介して口から感染（経口感染）し、下痢、おう吐、吐き気、
腹痛などを起こします。特に子供や高齢者、免疫が低下した方などは、ノロウイルスに感染した場合に症状
が重くなることがあるので、ご家庭でも注意して対策を行いましょう。 

対策２ 手洗い！ 

石けんでしっかり手洗いを行いましょう。 
 
 
 
 
二度洗い（30 秒×２回）が効果的です！ 
アルコールは効きません。流水と石けんで洗い流しましょう。 

２Ｌペットボトルを使った次亜塩素酸ナトリウム溶液（0.02%）の作り方 

対策３ 加熱！ 

二枚貝などのノロウイルスに汚染されてい
る可能性のある食品は中心温度 5 ℃～90℃
で十分（90秒以上）火を通しましょう。 

対策４ 消毒！ 

まな板、包丁、食器、ふきんなどは使用後、
よく洗い、煮沸消毒か次亜塩素酸ナトリウム
溶液（0.02%）に浸して消毒を行いましょう。
アルコールは効きません。 
汚れが残っていると消毒効果が弱まるの

で、汚れを取り除いてから消毒しましょう。 

漂白剤原液 10ml 

（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙのｷｬｯﾌﾟ２杯分） 

 

 
誤飲、誤使用を防ぐため、希釈後の容器

には「消毒薬」などと記載しましょう。 

消毒効果が弱まるため、

作り置きはせず、使用の

都度、調製しましょう。 

対策１ 体調管理！ 

下痢やおう吐などの症状がある時
は調理を控えるようにしましょう。 
日ごろから食品の取扱いや家族の

体調管理に注意して感染を防ぎまし
ょう。ノロウイルスは人から人へも
感染が拡がります。 

 食事の前 
 トイレの後 

 
 

 帰宅した時 
 調理する前 
 汚いものに触れた時 
 

よく洗った 2L ペットボトル

に水を半分ほど注ぎ、そこへ

用意した漂白剤原液を注ぐ 

漂白剤原液（塩素系漂白剤濃

度 5～6%）をペットボトル

のキャップ２杯分用意する 

2L 

消毒薬 
0.02% 

最後に水を加えて全体

を 2L とし、ふたをし

てよく振って完成！ 

➊ ❷ ❸ 

2L 

新年を迎え、気持ちも新たに３学期が始まりました。冬休み中に生活リズムが乱れてしまった人

はいませんか？ 寒くて起きるのがつらい時期ですが、早寝・早起きをし、朝ごはんを食べて元気

に登校しましょう。 

 

日本の学校給食は、1889（明治 22） 

年、山形県鶴岡町（現・鶴岡市）にある大 

督寺というお寺の中に建てられた私立忠

愛小学校で始まったとされています。大督寺のお

坊さんが家々を回ってお経を唱え、いただいた米

や野菜、お金を使って、貧しい家庭の子どもたちに

食事を用意しました。その後、学校給食は、子ども

たちの栄養を改善するための方法として国から奨

励され、各地へ広まっていきましたが、戦争による

食料不足の影響で実施できなくなってしまいまし

た。 

戦争が終わり、子どもたちの栄養状態の悪化が心配されたことから、 

1946（昭和 21）年に、アメリカの LARA（アジア救援公認団体）から 

給食用物資の寄贈を受け、翌年１月から学校給食が再開されました。 

当初は給食用物資の贈呈式が行われた 12月 24日を「学校給食感謝の日」と

しましたが、1950（昭和 25）年度からは冬季休業と重ならない１月 24日～30

日を「全国学校給食週間」とすることが定められました。 


